
国土交通省・国土技術政策総合研究所

沿岸域システム研究室 日向博文

「流域圏の物質輸送に関する実態評価の現状と課題」～陸域から内湾（湖沼）までを俯瞰的に理解する～
第三回：東日本大震災のがれき・放射性物質の移動実態と生態系への影響
平成２４年１２月１４日（金）ラゾーナ川崎プラザソル

 漂流・漂着ゴミの問題点
環境，船舶航行，景観

 震災起源漂流物
○太平洋での輸送状況

発生量，漂流予測，モニタリング
○北米西岸漂着状況

回収作業，モニタリング
 対策

関係法令，情報提供，技術貢献，資金提供
 ゴミ問題－これから

日常問題，自然災害

Kojima A./JEAN

Kojima A./JEAN

Seino S/Kyusyu Univ., Kojima A./JEAN

街から
海流にのって広域に輸送

Kojima A./JEAN知床半島



冷蔵庫の扉

海流にのって広域に輸送
ー海外からー

Kojima A./JEAN

Kojima A./JEAN

Kojima A./JEAN

海流にのって広域に輸送
ー海外へー

河川：上流→下流
海洋：循環流

Kojima A./JEAN

海流にのって広域に輸送
ーアクセスできない海岸へもー

Kojima A./JEAN

Kojima A./JEAN

石垣島北野海岸(2011年3月撮影)

Isobe A./Ehime Univ.

Isobe A./Ehime Univ.

川平湾

海流にのって広域に輸送
ーアクセスできない海岸へもー

 2極化



対馬(2010.08)

利尻礼文サロベツ国立公園

壱岐対馬国定公園

五島(2007.04)

飛島(2009.08)

鳥海飛島国定公園

西海国立公園

稚内(2010.08.)
西海市(2006.8)トカラ海峡(2009.9)

五島市(2006.8)

からまり
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誤 飲
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Ghost Fishing

仲島・松岡,2004

微細化

Kojima A./JEAN

東シナ海：チリメンジャコ網に微小プラスチックの混入
資料提供 鹿児島大学水産学部 藤枝繁教授

東シナ海：チリメンジャコ網に微小プラスチックの混入
資料提供 鹿児島大学水産学部 藤枝繁教授

プラスチックゴミは有害重金属の運び手か？プラスチックゴミは有害重金属の運び手か？

XRF分析計によって、プラスチックゴ

ミに含まれる有害重金属を計量

日本海や東シナ海の海岸でよく見かける日本海や東シナ海の海岸でよく見かけるPVCPVC製の漁業フロートは、有害製の漁業フロートは、有害
重金属である鉛を多く含む重金属である鉛を多く含む((規制値の規制値の100100倍以上倍以上))
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時間 愛媛大学：磯辺研究室

 様々な種類／塩分・水分／かさばる／危険物

 回収困難・・・アクセス、岩場、微細化、埋没

 処理費用

対馬市の例

漂着量：3‐4千トン/年・・・9億円（試算）

600m3/年→福岡県の処理施設

780万円/年・・・60%が海上輸送費用

五島(2009.1) 五島(2009.1)



出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/pdf/siryou_souryou.pdf

2012.3.9：環境省・大気環境局

（倒壊量－搬入量）×
木材／（コンクリ＋木材）

浸水域存在量－搬入量

（被災海岸防災林面積
×単位面積流木発生
量）×海洋への流出率

保安庁による確認

被災漁船－（漂流＋打ち上げ）

全ての養殖施設

全ての定置網

コンテナ流出数

（倒壊量－搬入量）×
コンクリ／（コンクリ＋木材）

プラスチック類・・・不明

出典 http://japanese.china.org.cn/

出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/torikumi/pdf/120209_10haken.pdf

NGO

出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/torikumi/pdf/120209_10haken.pdf



風圧流の影響※：4種類を仮定，回収・沈降なし

初期分布：PALSAR※※(だいち)による撮影画像(3.13‐3.26)

※※空間分解能：7‐100m 出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/pdf/siryou.pdf
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出典：http://msi.nga.mil/MSISiteContent/StaticFiles/NAV_PUBS/APN/Chapt‐32.pdf
http://marinedebris.noaa.gov/

Maximenko et al. (2012) 出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/pdf/siryou.pdf(2012.11.9発表)

2012.6までのデータを再解析(初期値)



出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/pdf/siryou.pdf(2012.11.9発表)

NOAA’s Prediction for 1% windage (A/B1/10?)

http://marinedebris.noaa.gov/tsunamidebris/

95%

0:1 1:1

http://marinedebris.noaa.gov/

http://marinedebris.noaa.gov/

Cleanup by Gulf of Alaska Keeper

Marmot Island, July, 2012

http://marinedebris.noaa.gov/



出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/pdf/siryou.pdf(2012.11.9発表)

2012.6までのデータを再解析(初期値) 対象漂流物：標準漂流物(海面上：海面下=1:1)家屋が壊れて生じた板など
発生量：漂流ごみのうち家屋等(133万トン）
到達対象域：北緯35度～北緯55度(アラスカ除く米国+カナダ）

到達量：海岸線を越えた粒子数／発生粒子数×発生量

到達の判断

到達量の推移

出典：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/hyouryuu/pdf/siryou.pdf(2012.11.9発表)

http://dec.alaska.gov/commish/tsunami‐debris/docs/Tsunami‐
Debris‐in‐Washington.pdf

0.7t/300m
=2.3t/km

drifting ashore
33000t

0.38t/km?

Kojima A./JEAN
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Naru Is., Nagasaki

Monitoring using the standardized NOAA Marine Debris 
Shoreline Survey Field Guide protocol and datasheets

http://marinedebris.noaa.gov/tsunamidebris/monitoring.html



The webcam monitoring system

Operating time  every two hours from 7:00 to 15:00 (i.e., five time every day)
Taking photographs  five photographs every operating time
Daily number of photographs  25 photographs (i.e., 5 (times)× 5 (photos)=25)
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・国連海洋法条約（米国批准していない）
「海は全人類のものであり，国家は海洋に関して人類に対

する義務を有する」
第12部：海洋環境の保護及び保全
第１節：総則－第194条：海洋環境の汚染を防止し，軽減し
及び帰省するための措置
第2節：世界的及び地域的な協力ー第200条：研究，調査の計
画並びに情報及びデータの交換
第13部：海洋の科学的調査
第2節：国際協力ー第242条 国際協力の促進

・海洋基本法
基本理念「⑥国際協調」

第7条：海洋に関する国際的協調
第27条：国際的な連携の確保及び国際協力の推進

情報提供
法律，条約
現地の声：「どんなものが」「いつ（ま
で）」「どれくらい」漂着するのか？
予測計算，判別のための情報提供（＊＊＊
が実施），

技術提供
モニタリング，現場での処理技術

資金／マンパワー提供
米国・カナダ６州：600万ドル



海洋基本法
「海洋秩序の形成・発展に先導的役割を果たすとともに，，，」

カトリーナ


